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令和 3 年度 京都市朱雀工房 事業報告 
１．概要 

新型コロナウイルスが収まりを見せないなか、状況に応じて対応してきた。昨年度、同様

に寄贈されたマスクの利用者への分配、検温や注意の喚起、パーテーションの設置、希望者

には在宅訓練の導入、通所時間の短縮などとともに作業室のアルコール消毒などを行った。 
新型コロナウイルスに感染した職員や新型コロナウイルス濃厚接触者になった利用者、職

員があったが、感染は広がらず、体調を崩す利用者もなかった。グループでのプログラムや

ストレッチ、ヨガなどのプログラムを順次再開した。 
利用計画にそって支援を行った。年度末には、利用者満査を行ったが、毎月のメンバーミ

ーティングで色々な意見を聴取して取り入れ、より良い、また通所しやすい環境にしていっ

ている。 
 

【就労移行支援事業】 
平均利用率は 81.2％（昨年度 67.1％）。新規利用者は 8 名。京都障害者就業・生活支援セ

ンター、はあとふるアイリスや障害者職業相談室、京都市社会福祉協議会、京都中央保護所

等からの紹介で 4 月に 4 名、7 月に 1 名、9 月に 1 名、12 月に 1 名、1 月に 1 名増やすこ

とができた。事業所説明会は毎月開催し、年間で 8 名の参加者があった。当事者からの直接

申し込みの他、京都障害者就業・生活支援センター、医療機関などからの紹介があった。 
就職者数 5 名。実習や求人が回復傾向にあり、職業相談室と連携し、また事業所独自で実

習先を開拓し、7 月に 1 名、10 月に 1 名、11 月に 1 名、12 月に 1 名、3 月に 1 名の就労移

行者を出すことができた。 
報酬単価は 791 単位（前年度 783 単位）収入額は 18,959,254（昨年度 16,216,686 円）

となり、2,742,568 円増額となった。 
利用者の社会参加、就労機会の充実を目的とし、雇用開拓員と契約し、実習先の開拓や企

業見学の実施に力を入れ、雇用や実習先の開拓に協力が得られた。4 名の利用者が関係機関

をはさまず、事業所から直接企業実習を行った。 
 

【就労定着支援事業】 
3 月末の登録者は 6 名である。今年度新たに 2 名の OB が定着支援に移行した。調子が優

れない方などへの受診同行やカンファレンスなどを実施し就労定着を行っている。退所後

継続して就労し 6 ヵ月を経た人に就労定着支援事業の利用をすすめていく。 
 

【就労継続支援事業 B 型】 
 平均利用率は 112.3％（前年度 111.1％）。新規利用者は 1 名。利用希望者はあるが、利用

率が 100％を超えている状態で新たに受け入れが難しい状態。昨年度利用を開始した利用者

も事業所に慣れ、各作業や役割を担ってもらえている。 
 平均工賃は 1,0157.10 円（昨年度 7,673.78 円）。平均時給は 217 円。新型コロナウイルス

のため減少していた受注作業が回復傾向にあり、新たに大口の請負作業を受注したことに

より工賃を増額することができた。今後も施設外就労を含め、安定した受注量のある作業の

実施により工賃向上が求められる。 
 報酬額は 21,047,272（昨年度 21,962,783 円）。 
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２．達成状況 
【就労移行支援事業】 
（１）健康・日常生活管理 ※就労継続支援事業と共通 

継続して働き続けるために健康管理や生活に対する支援はグループで実施しており、

緊急事態宣言時は休止をしたが、解除後少しずつ支援を再開している。 
①基礎的な体力を身に付ける。 
・毎日 15 分の筋力トレーニングとストレッチ 

緊急事態宣言時は中止していたが徐々に再開している。 
・行事とからめてのウォーキングの実施 
 実施できていない。 
・ヨガ 
 緊急事態宣言中は中止。解除後は再開している。 
②体調変化の把握と健康管理の意識を高める。 
・社会生活力サポートプログラム（健康自己管理・ストレス対処等、B 型と合同開催もあ 

り） 
グループでの実施を再開しているが、個別対応も行った。 

・月 2 回の看護師による訪問相談 
 中止することなく、継続しており、利用者が積極的に活用している。 
・毎日の日報記録を元にした面談 
 実施できている。 
③清掃 
 所内清掃とバス停清掃の当番を決め、行っている。西新道商店街のエプロンホールの  
 清掃の希望者を募り、行なっている。新たに木材会館の清掃を４月から行う予定である。 

（２）就労支援（就労継続支援事業利用者で就労をめざされている利用者も含む） 
障害特性や個々の利用期間などを考慮し、状況に合わせて個別にプログラムを提供し

ている。 
①集中力と作業能力を習得し、作業適性を把握する 
・所内の軽作業や所外の清掃作業、出店、外部実習を通じて利用者の自己理解をすすめて

いる。 
・パソコンを活用したデータ入力作業を行い、基礎的なパソコンの操作を会得し、就職に

生かすようにしている。グループで実施するなど工夫していくことが必要である。企業

と契約して行うパソコン自習プログラムは使いにくいという声があり、解約し、ニーズ

に応じてテキストを選択し、自習してもらっている。 
②コミュニケーション能力と就業マナーを身につける。 
・就労プログラム  

ハローワークでの就職ガイダンスは新型コロナウイルスのため実施できていないが、

ストレス対処、雇用保険の知識、障害を開示して働くために必要なことなどを講義や動

画を活用して就労支援プログラムとしてグループで 7 月以降再開した。個別にも適宜

実施した。 
・ＳＳＴ  

  5 月から 6 月末まで利用日を調整し、在宅訓練の利用もあり、グループでは実施できな
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かった。面接を控えた利用者とは個別に実施した。 
・外部セミナー 

京都市、ジョブパーク、京都障害者就業・生活支援センター等のセミナーを周知し、希

必要に応じて職員も同行し、受講した。 
③実際に働くイメージや働く自信をつける。 
・企業見学と企業実習 

企業実習も新型コロナウイルスのため、受け入れ企業が減っていたが、京都障害者就

業・生活支援センターや京都ジョブパークと連携し、企業実習をすることができ、また

雇用支援員や事業所が開拓した実習先での実習を経て、あわせて 5 名が雇用になった。 
企業見学を企業実習開拓のためにも取り組んでいる。 

（３）利用率向上に向けた取り組み（就労移行支援事業・就労継続支援事業 B 型） 
①関係機関への働きかけ 
・医療機関や労働関係機関に作成したちらしを持参して説明に廻り、周知に努めた。その

後も定期的に医療機関、訪問看護ステーション、障害者就業・生活支援センター、ジョ

ブパーク等関係機関への訪問を行い、新たに利用者に通所して頂けるように広報を行

なった。 
②会議の実施 
・職員ミーティングと作戦会議を効率のため、合体し、毎月定例に事業所説明会や関係機

関への訪問の報告、利用者の状況などを振り返り、取り組み内容について改善をしなが

ら利用率向上や支援の充実を行った。 
（４）チャレンジ就労体験事業利用者の受け入れ 

・京都市社会福祉協議会から依頼があり、２名受け入れた。1 人は就労移行支援事業の利

用に繋がった。1 人は現在も継続中である。 
【就労定着支援事業サービス】 

月に１回以上、雇用先企業への訪問や、来所面談により、職場での状況を把握し、就業面・

生活面での課題や困りごとなどの改善に努め、長く働き続けるための支援を行った。 
体調を崩し、京都市朱雀工房を再利用した利用者は本人の頑張りもあり、現在、就職もさ

れ 6 か月が経過している。企業訪問や本人の面談などきめ細かい支援を行っている。 
雇用された終了者の支援を行い、半年後契約していただけるようにしていく。 

   
【就労継続支援事業 B 型】 
（１）健康・日常生活支援 
  就労移行支援事業で報告したほか地域生活支援センター、訪問看護ステーション、包括

支援センターと連携を取り、通所が継続できるよう支援している。 
（２）生産活動 ※就労移行支援事業と共通 
① 所内作業 
・下請け作業 

新型コロナウイルスの影響を受け、ろうそくや線香の箱の組み立ての注文が大きく減

った。コロナの影響で注文量は減ったところもあるが、新たに封入の仕事を取り入れた。

その仕事量が多く、工賃も大幅に増えた。 
② 所外作業 
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・施設外就労（コインパーキングと寺院の清掃 ※就労移行支援事業と共通） 
寺院の清掃を継続して行っている。また新たに、木材会館の新規の仕事の話が進んでい

る。参加する利用者も増え活気が出てきている。 
・西新道会食事業 

従事者を増やし、実施できている。 
・京都生協の商品受け渡し 
 2 グループに分けて実施している。 

（３）就労支援 
  就職を目指されている利用者に対して就労移行支援事業で行っている就労に関するプ

ログラムへの参加をすすめた。 
（４）自主製品と出店 

新型コロナウイルスの影響を受け、中止の出店が多く、また、ぶらり嵐山の出店の感染

リスクがあるため、中止している状態。 
自主製品では、夏のボーナスキャンペーンでマグカバーを作成し、その他の売上と合わ

せ販売額は 400,690 円あった。また、冬のボーナスキャンペーンではエコバック・干支の

トラを作成し、その他売上と合わせ販売額は 455,390 円の販売額があった。昨年度と比較

して売り上げは夏・冬共に増加した。 
（５）ミーティング ※就労移行支援事業と共通 

メンバーミーティングは今年度から工賃日に定例化して実施し、継続して行っている。 
（６）行事 ※就労移行支援事業と共通 

新型コロナウイルスのため行事は行えていなかったが、3 月に西京極や天神川付近にグ

ループ分けをして花見を実施した。10 月にはミレニアムライオンズクラブのとの桂川清

掃に希望者が参加した。 
 

３．中長期計画に向けた重点的取組み 
（１）事業運営 

作業や行事に対する満足度のアンケートを作成し、結果を利用者に説明したが、利用者

のニーズを把握し、就労、相談、生活支援、工賃向上、レクリエーション等の取り組みを

充実し、利用したいと思ってもらえる魅力ある事業所作りを行う。 
（２）職員の育成と定着 

利用者の個別性、障害特性に応じて支援ができるように関わりについて職員ミーティ

ングや作戦会議、打合せで意見交換や支援検討を実施し、職員の支援能力の向上に努めて

いる。育成面談を実施し、項目に応じて振り返るとともに個別研修につなげるようにし、

育成と定着を行っている。 
（３）地域交流・地域貢献 

バス停前のゴミ拾いなど地域美化に協力している。 
グリーンカフェや地域交流会は開催できなかったが、今後状況を見ながら実施を検討

していく。地域の防災訓練も実施されることになれば、参加していく。 
 



（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

就労継続支援Ｂ型 236 213 263 228 246 233 224 227 225 183 198 231 2707

就労移行支援 206 188 221 198 189 147 180 134 129 114 126 126 1958

総計 442 401 484 426 435 380 404 361 354 297 324 357 4665

令和3年度通所率 （単位：％）

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間平均

就労継続支援
Ｂ型

112.38 118.33 119.54 114 117.14 116.5 106.66 113.5 112.5 101.66 110 105 112.3

就労移行支援 98.09 104.44 100.45 99 90 73.5 85.71 67 64.5 63.33 70 57.27 81.24

平均通所率 105.235 111.385 109.995 106.5 103.57 95 96.185 90.25 88.5 82.495 90 81.135 96.77

令和3年度　工賃
(単位：円)

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間平均

就労継続B型（総額） 108,471 86,813 104,226 110,010 196,409 223,374 177,256 169,518 195,058 205,294 377,072 201,354 179,571

平均工賃 6,026.17 4,822.94 5,485.58 5,790.00 11,553.47 13,139.65 9,847.56 9,417.67 10,836.56 12,830.88 20,948.44 11,186.33 10,157.10

就労移行支援（総額） 98,360 80,353 92,588 97,712 138,322 149,834 156,087 97,565 95,220 103,184 164,386 58,053 110,972

平均工賃 6,557.33 5,739.50 7,122.15 7,516.31 11,526.83 13,621.27 14,189.73 10,840.56 11,902.50 5,732.44 18,265.11 7,256.63 10,022.53

　　　　　　　　　令和3年度年間通所状況 　　　　京都市朱雀工房                            朱雀工房資料①Ｐ１

就労移行支援 就労継続支援B型

開所日数 241日 241日

令和3年度　月別利用者数（延べ人数）

※2月、8月に別途ボーナスとして3,000円、5,000円、10,000円を本人評価、職員評価により総合的に評価して支給。

延べ通所利用者数 1958人 2707人

一日平均利用人員 8.12人 11.23人



朱雀工房資料①Ｐ２

居住区別 入所経路 性別･年齢別内訳 医療機関別

【京都市】 7 年齢 ｍ ｆ 計 いわくら病院 3

上京区 5 7 10 10 宇治おうばく病院 1

中京区 7 1 2 2 4 菅原クリニック 1

下京区 4 4 3 1 4 五条山下クリニック 2

左京区 京都障害者就業・生活支援センター 4 3 2 5 京都駅前ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 1

右京区 13 1 3 4 7 京都桂病院 1

西京区 2 2 2 4 京都府立医科大学付属病院 2

東山区 1 3 1 1 2 京都府立洛南病院 2

北区 2 1 4 4 国澤こころのクリニック 1

南区 3 京都市地域リハビリテーション推進センター 1 計 28 12 40 黒川サルーテメンターレ 1

伏見区 3 4 男女比 70.0% 30.0% 100% 瀬尾クリニック 5

山科区 1 1 39.8歳 45歳 42.2歳 嵯峨嵐山・田中ｸﾘﾆｯｸ 2

【向日市】 1 京都市高次脳機能障害支援センター 1 杉本医院からすまクリニック 1

【長岡京市】 1 西山病院 1

合計 40 1 醍醐病院 1

1 こだまクリニック 1

40 長岡病院 1

ふてんま医院 1

病名 まるいクリニック 1

12 1 コルサコフ症候群・アルコール依存症・ダンピング症候群 1 つばき医院 1

統合失調症・自閉症スペクトラム 1 3 1 高木神経科医院 1

1 1 1 シミズ病院 1

1 1 1 国立病院機構京都医療ｾﾝﾀｰ 1

1 1 40 京都大学医学部付属病院 1

1 1 安東医院 1

1 症候性てんかん・高次脳機能障害・失語症 1 京都市立病院 2

2 1 御所南リハビリレーションクリニック 1

1 1 なし 2

1 1 合計 40

1 1

30～34歳

19～29歳

55～59歳

50～54歳

統合失調症

40～44歳

35～39歳

60歳～

45～49歳

京都障害者職業相談室

平均年齢（歳）

アルコール依存症・自閉症スペクトラム・ADHA

知的障害・自閉症スペクトラム

高機能自閉症・うつ病

ADHD・適応障害

統合失調感情障害

社交不安障害・場面緘黙

発達障害・自閉症スペクトラム・ADHA・
双極性感情障害

自閉症スペクトラム・ADHD・学習障害

高次脳機能障害

うつ病

躁うつ病

デイケア

自宅

ジョブパーク

訪問看護

府庁ゆめこうば

病院

他事業所

地域生活支援センター

京都障害者就業・生活支援センターはあとふるアイリス

循環性気分障害・境界知能・脂肪肝・卵巣腫瘍術后

てんかん

側頭葉てんかん発達障害・社会不安障害。過敏性腸症候群

ギャンブル依存症・社交不安症・うつ病

京都中央保護所

福祉事務所

合計

京都市社会福祉協議会

知的障害

軽度知的障害

発達障害・知的障害・不安性抑うつ神経症

自閉症スペクトラム

自閉症スペクトラム・ADHA

合計

統合失調症・アスペルガー症候群



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開所日数 21 18 22 20 21 20 21 20 20 18 18 22 241

実利用者数(就労移行) 15 14 13 13 13 13 11 9 11 10 11 9 142

実利用者数(継続B) 19 21 20 20 21 19 19 18 18 18 19 19 231

新規利用者数（就労移行） 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 5

新規利用者数（継続B） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

運営費 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 42000000

報酬（就労移行） 1,983,649 1,799,434 2,094,780 1,881,171 1,801,278 1,405,542 1,704,519 1,287,708 1,298,786 1,154,082 1,271,092 1,277,213 18959254

報酬（継続Ｂ） 1,821,170 1,685,808 2,050,388 1,776,245 1,930,705 1,808,019 1,728,852 1,772,112 1,732,796 1,417,216 1,531,139 1,792,822 21047272

報酬（就労）定着 151,452 151,452 198,855 189,315 189,315 189,315 236,526 226,986 226,986 226,986 226,986 226,986 2441160

報酬合計 3,956,271 3,636,694 4,344,023 3,846,731 3,921,298 3,402,876 3,669,897 3,286,806 3,258,568 2,798,284 3,029,217 3,297,021 42447686

運営費との差 456,271 136,694 844,023 346,731 421,298 -97,124 169,897 -213,194 -241,432 -701,716 -470,783 -202,979 447,686

昨年度の報酬 3,686,753 3,550,471 3,769,756 3,578,030 3,123,945 3,475,749 3,616,855 3,175,199 3,121,298 2,971,194 2,657,273 3,793,193 40,519,716

昨年度との差額 269,518 86,223 574,267 268,701 797,353 -72,873 53,042 111,607 137,270 -172,910 371,944 -496,172 1,927,970

2021年度運営状況　京都市朱雀工房
※利用者負担含む

■報酬
就労移行支援事業の報酬単価は791単位（昨年度783単位）。年間447,686の増収になった。就職者が5名。前期の利用率は94.24％で、後期が67.96％となり、
就職後新たな利用者が少なく報酬の低下につながった。次年度（令和4年度）の単価は同じ791単位なので、新たな利用者の増員が急務になる。就労継続支援
B型事業は利用率が１００％を超えており、これ以上の受け入れはできない状況である。就労定着支援事業は、勤務を6ヵ月経過したOBが2名おり、計6名の定
着支援を行っている。
■取り組み
医療機関、保健福祉センター、福祉事務所、労働関係機関に事業所のパンフレット、マンスリーマガジン（月報）を持参して訪問を行い、月1回事業所説明会を
実施した。就職した利用者の紹介先関係機関に報告を兼ねて連絡し、事業所の案内を行った。新規利用者が移行5名、B型1名（就労移行からの移動）あり、主
に京都障害者就業・生活支援センター、京都障害者職業相談室から紹介をいただけた。利用したいと思っていただける事業所を目指し、事業所独自の企業実
習先や、企業見学先の開拓に力を注いだ。また、新型コロナウイルスで減少していた請負作業も回復傾向にあり、新たに大口の請負作業を開始したことで工
賃向上に取り組んだ。
■次年度に向けて
新規利用者の増員と、就職者数を増やし次々年度の報酬単価のアップを平行して実施していく。企業実習先や企業見学先の開拓を精力的に行い、利用者が
体験的にチャレンジできる環境を作るのと同時に、外部機関にアピールできるように事業所の紹介ツールの見直しを行う。事業所を取り組みと実績を知ってもら
い関係機関との関係を強め、次の新規利用者の獲得につなげる。
Ｂ型では体調自己管理の取り組みを通して体調と通所の安定を目指すと同時に、誰でも作業に参加できるように作業工程の見直しや器具の利用など取り組み
を検討し継続して実施していく。工賃向上を目指し、ボーナスキャンペーンでの取り扱い業者を増やす等、利用者が事業にしっかり関わりながら進められるよう
に取り組んでいく。



【朱雀工房　工賃比較変動表　令和3年度】

令和３年度　授産売上額 前年度比較 令和２年度　授産売上額 前年度比較

年間売上額 自主製品 請負 清掃 喫茶 他 R3年度-R2年度 年間売上額 自主製品 請負 清掃 喫茶 他 R3年度-R2年度

499,240 499,240 ▲ 110,990 610,230 610,230 61,840

17,400 17,400 10,070 7,330 7,330 ▲ 5,940

27,800 27,800 10,600 17,200 17,200 ▲ 14,210

0 0

31,700 31,700 ▲ 79,670 111,370 111,370 85,470

422,303 422,303 212,739 209,564 209,564 ▲ 356,092

199,000 199,000 ▲ 40,778 239,778 239,778 12,450

53,150 53,150 204 52,946 52,946 ▲ 7,440

459,452 459,452 ▲ 29,855 489,307 489,307 50,052

284,020 284,020 6,293 277,727 277,727 277,727

694,501 694,501 694,501 0 0

125,400 125,400 13,200 112,200 112,200 31,700

415,250 415,250 28,750 386,500 386,500 ▲ 37,000

74,750 74,750 ▲ 12,450 87,200 87,200 18,200

166,914 166,914 ▲ 14,454 181,368 181,368 ▲ 23,968

0 0 0 0 0 0

121,655 121,655 ▲ 6,982 128,637 128,637 ▲ 97,289

477,760 477,760 90,247 387,513 387,513 26,183

70,611 70,611 ▲ 53,922 124,533 124,533 ▲ 15,893

66,990 66,990 ▲ 9,960 76,950 76,950 ▲ 6,040

0 0

0 0 0 0

11,550 11,550 ▲ 4,125 15,675 15,675 ▲ 13,135

160,000 160,000 ▲ 60,000 220,000 220,000 ▲ 260,000

15,259 15,259 10,259 5,000 5,000 ▲ 137,734

4,394,705 658,301 2,467,985 615,400 477,760 175,259 653,677 3,741,028 886,338 1,656,277 585,900 387,513 225,000 ▲ 411,119

賞与込み平均時給 賞与込み平均時給 賞与込み平均時給 賞与込み平均時給

賞与込み平均工賃 賞与込み平均工賃 賞与込み平均工賃 賞与込み平均工賃

主な取引業者

ＪＡやましろ

月ヶ瀬

乾燥こんにゃく

縫製品

㈱財木屋

引取メイト

文政堂

山中産業㈱

セイショウ

實相寺

高台寺

駐車場清掃

粟倉紙工㈱

㈱リュウコドウ

喫茶

ほっとはぁとｾﾝﾀｰ

パソコン入力

名刺印刷

実習生受入費

その他

総売上

前年度比較 総売上 備考

令和２年度 3,741,028 　・

令和元年度 4,152,147

差額 ▲ 411,119

前年比 90%

移行型 R2年度 Ｂ型 R2年度

平均人数 8.8人 平均人数 18.8人

184.05 200.43円

11,418.38円 7,721.96円

延べ時間数 6,513.96時間 延べ時間数 8,668.52時間

主な取引業者

ＪＡやましろ

月ヶ瀬

乾燥こんにゃく

縫製品

㈱財木屋

引取メイト

文政堂

山中産業㈱

セイショウ

マルコー

實相寺

高台寺

駐車場清掃

粟倉紙工㈱

㈱リュウコドウ

喫茶

ほっとはぁとｾﾝﾀｰ

パソコン入力

名刺印刷

実習生受入費

その他

総売上

前年度比較 総売上 備考

令和３年度 4,394,705 　・

令和２年度 3,741,028

差額 653,677

前年比 117%

移行型 R３年度 Ｂ型 R３年度

平均人数 11.8人 平均人数 17.8人

207.65円 242.42円

9,673.32円 10,069.42円

延べ時間数 6,615.06時間 延べ時間数 8,888.84時間



令和3年度　京都市朱雀工房　非常災害時及び防災訓練等実施報告

■第2回　法人全体研修　「防災」について

　目的：各事業所作成の新型コロナウイルスの業務継続計画（BCP）について周知・理解、

実効性の検証、不備の改善、各事業所間の協力体制の下地作りの機会とする。

　日時：令和３年11月26日（金）18:00～19:30　　各施設ズームにて研修

 今回の企画：「 リスクマネージメント委員会」

　・厚生省研修動画閲覧　「BCP動画」

 ・各事業所でグループワークの後、報告を行い、リスクマネージメント委員会がまとめる。

■地域リハビリテーション推進センター企画による消防訓練

　本年度の消防訓練は、コロナ禍を考慮して、中止となった。

■京都市シェイクアウト訓練（一斉防災行動訓練）

　実施日時：令和３年３月１１日（木）　午前9：30～

　実施場所：作業室→駐車場に最終集合

　天気：快晴　　　気温：14.9°　参加者：職員10名、利用者15名

　実施場所：作業室→駐車場に最終集合

　内容：午前9時35分頃、緊急速報メール受診と共に3つの安全行動を取るよう指示を行う。

　作業中であるため、作業机の下に入り込み、職員は地震の揺れが収まるのを待って

　駐車場への避難ができることを確認。全員の避難誘導を行った。

　具体的には、駐車場では、第一避難場所と最終避難場所の確認を行い、

　所内に戻り、消火器や消火栓の位置確認を見て回り、確認して終了した。

■苦情対応

苦情は寄せられなかった。

■事故報告

事故はなかった。



京都市朱雀工房　行事
新型コロナウイルスのため、実施できなかった。

地域交流等
１０/3(日） ミレニアムライオンズクラブ桂川清掃

出張講義
6/17(木） 龍谷大学　オンライン

OB会
11/11（日） 参加者：11名
2月 お便りにて対応

令和3年度　職員配置
R.3.4.1～R4.3.31

就労移行

就労定着支援事業

就労継続支援事業Ｂ型

実人数 常勤換算
１（兼務）　　　 0.4

1 1

職名

1 1
1　(兼務） 0.9

実人数 常勤換算

職名
管理者・サービス管理責任者

職業指導員
生活支援員
就労支援員

１（兼務）　　　 0.4管理者・サービス管理責任者

１(兼務）
1(兼務）

0.2
0.1

職業指導員
生活支援員

工賃向上達成職員

利用者：17　名、職員：15 名(法人全体）

利用者2名　　　職員1名

2 0.9
2 1.1
1 1

管理者・サービス管理責任者
就労定着支援員

職名 実人数 常勤換算



京都市朱雀工房　サービス満足度調査 　令和２年度　結果
調査時期： 令和4年3月15日～3月31日

調査対象：就労移行、就労継続支援事業利用者に事業所通所時間に調査票を配布し、無記名で記載してもらい、回収した。　回収26名。

１．職員の対応について

良い 良くない どちらでもない

24 0 2

良い 良くない どちらでもない

26 0 0

良い 良くない どちらでもない

20 3 3

はい いいえ どちらでもない

25 0 1

ある ない どちらでもない

3 19 4

ある ない どちらでもない

1 24 1

・そう聞こえたり急な返事を真に受けた結果そうなったのではないか。

・職員の方より学校の先生を連想します。（特に私のミスをした時の対応）回答は無いの利用者

・いつも気を使って頂きありがとうございます。自分なりに頑張ってやっているけどミスにきつく注意されしんどくなる時がありました。

・苦手な職員の方の言動はなんでも感情的に感じられその人と一緒の作業をするのが嫌だった。他には問題解決の対話の中でも自分に対し

　「こちらも一生懸命歩み寄っているのだから歩み寄って欲しい」と要求され非常にプレッシャーに感じた。

（６）嫌な作業や活動を強要されたことがありますか？

（１）職員は気持ちの良いあいさつをしていますか？

（２）職員の服装、身だしなみは適切ですか？

（３）話を聞いてほしい時に職員はすぐに話を聞いてくれますか？

（４）職員はていねいな言葉づかいで話していますか？

（５）職員の態度がえらそうであったり、怖いと感じたことがありますか？

（５）（６）で｛ある｝と答えられた方にお聞きします。具体的にどういった場面でしたか。



朱雀工房資料④　P-2

２．サービスについて

なされている なされていない どちらでもない

24 0 2

なされている なされていない どちらでもない

22 0 4

なされている なされていない どちらでもない

24 0 2

満足 不満足 どちらでもない

23 1 2

満足 不満足 どちらでもない

21 0 5

満足 不満足 どちらでもない

10 1 15

満足 不満足 どちらでもない

25 0 1

3．その他　自由にご意見をお書きください。

・自分の抱え込んでいるトラブルを積極的に手を差し伸べてくれて非常にありがたく思っている。この恩をどうやって返していいかわからない程。

・いつも丁寧に接して頂き大変ありがたいです。自分の諸事情を考慮しその上で対応して頂いているのは大変感謝しています。有難うございます。

・いつもありがとうございます。

・工賃が上がってきて助かっています。いつもありがとうございます。たまに頂くお菓子もうれしく思います。

・楽しく通所させ得てもらっています。

・時間を気にしがちなのであまり気にしないようにしたい。

・一般の会社と違って丁寧すぎていざ、一般企業に行った時のギャップの差で困らないかが心配。

・最初、入った時は不安だったが職員さんの親切心から居心地の良い場所になった。

（６）レクリエーションの内容に満足していますか

（７）利用日数や作業時間に満足していますか

（１）支援計画にそった支援がなされていますか

（２）個人情報を慎重に取り扱っていますか？

（３）事業所は清潔に保たれていますか

（４）作業内容に満足していますか

（５）作業工賃に満足していますか



・いつも楽しく過ごさせてもらっています。期待に応えれるよう、これからも頑張って行きたいです。

・朱雀工房は親切です。楽しい。メンバーと話をしてうれしい。

・実習を控えているとしたらその実習先の仕事に比例するような職の練習そしてもう少しチャレンジとは言わないが自ら就職に向けて踏みこめる

　ようなことをしてみたい。レクレーションはご時世もあるだろうが少な過ぎるように感じた。あまり誰かと何をしたかという思い出がない様な気が

　する。外に出して欲しいです。

結果からの考察

　職員対応について、しんどくなったり、プレッシャーに感じる方がいる。職員としても決してしんどい・プレッシャーを与える表現をしたつもりは無い。し

しかし、常日頃から職員は言動に注意し、客観的に言動を振り返り、職員間でも話合い、接し方やかかわりを改善していく。

　工賃の満足について、前年度の比較で満足するが大幅に増えた。これは新規で行っている封入作業を導入し工賃が増えたため。

昨年度「どちらでもない」が多かったがが殆どのメンバーで満足している。

　作業内容についても昨年度は「どちらでもない」という回答が多った。利用者に新しい仕事が増えたたがその分、工賃が上がり工賃に反映された為

だと考える。

　新型コロナウイルスの緊急宣言が発令された期間は、通所時の交通機関の混雑を避けるために時間の短縮を行ってきたが、昨年度は時間を戻して欲しい

との要望もあったが今年度は要望する利用者は見られなかった。

　利用者の意見を参考に実習前に実習先に合った、プログラムや作業を提供し本人と話し合い進めていくようにしたい。

レクレーションは昨年度3月末に1度植物園に花見に行った。今年度はグループを作り分けて行った。どちらでもないが多いのは1度しか行っていない為だと

考える。レクレーションに関してはメンバーとも話し合い、小グループでのレクレーションが出来るようにしたい。



プログラムの実施
就労支援プログラム　　（移行）

2021年度 就労支援プログラム（個別対応）

2021年4月13日
働く人のための法律入門④ー労働保険の基本
を学ぶ①。雇用保険。参加者9人、

2021年4月27日
働く人のための法律入門④ー労働保険の基本
を学ぶ②労災保険。参加者9人。体験実習1名。

2021年5月11日 コミュニケーション⑧「コミュニケーションとは？」
参加者10人

2021年5月25日 コミュニケーション⑥改訂版-職場でのコミュニ
ケーションについて参加者9人、学生実習生2
名。

2021年6月2日
2021年6月8日
############

7月6日

2021年7月13日

2021年7月27日

2021年8月3日

8月10日

9月7日

9月14日

9月28日

10月5日

10月12日

10月26日

11月2日

11月9日

12月7日

12月14日

1月14日

1月25日

2月1日

2月8日

2月22日

3月1日

3月8日

3月29日

SFA（社会生活力プログラム）
2021/4/1 健康な生活-食生活 就労移行3名、就労継続B型1名
2021/4/5 健康な生活-食生活 就労移行5名、利用希望1名
2021/4/7 健康な生活-食生活 就労移行1名、就労継続B型1名
2021/4/8 健康で安定した生活を送る 就労移行4名、就労継続B1名、利用希望2名

証券会社の仕事ー上場って何？　参加者6名、学生実習生1名

ビジネスマナー基礎講座⑩　企業面接に備える①　参加者2名、学生実習生2名

コミュニケーション⑩　参加者6名

ビジネスマナー基礎講座⑦　電話応対③-電話を受けてメモを取る　参加者2名

ひとが回復するということ⑤-「今」を生きるひとびと　参加者3名

ビジネスマナー基礎講座⑧　電話応対④ー電話をかける　参加者4名

情報通信業についてーディジタルって何？　参加者4名

ビジネスマナー基礎講座⑨-敬語の基本を確かめよう　参加者4名

私たちの暮らしと小売業　参加者3名　ボランティア学生1名

銀行の役割と機能ー代金決済を中心に　参加者4名　学生実習生ー2名

個人情報の大切さを知ろう　参加者4名
メディアの発達と私たちの暮らし-賢い消費者であるために　参加者2名、ボランティア
1名

宗平氏-4/26,6/21,7/26,10/18,10/25
11/8,11/29,12/13,1/24,2/7,2/21,

3/7,3/28

課外プログラムー8月25日京都障害
者
職業センター、京都障害者職業セン
ターのご協力により、京都七条ハロ
ワーク於、ジョブガイダンス実施（参
加者ー
メンバー6名、学生実習生2名、職員
髙橋美幸、髙橋恒明職員）

ビジネスマナー基礎講座⑥　電話応対②-電話を受ける　参加者4名。

ビジネスマナー基礎講座①-マナーの基礎。参加者10名、体験利用1名
認知行動療法を活かす①　参加者9名、利用希望実習生1名。学生実習生1名。
認知行動療法を活かす②
ビジネスマナー基礎講座②-ビジネス文書の基本を学ぶ。参加者8名、学生実習生1
名。コミュニケーション⑨ーコミュニケ―ションをあきらめない。参加者7名、学生実習生2
名。
働くひとびと⑤ー「働くひとの思い」について　参加者8名

ビジネスマナー基礎講座③ビジネス文書を書いてみよう　参加者6名

働くひとびと⑥ーコミュニティバンカー　参加者6名、学生実習1名

ビジネスマナー基礎講座④身につけたい職場での伝え方　参加者6名、学生実習1名

心身に辛さを抱える「私」と向き合う③　参加者8名

心身に辛さを抱える「私」と向き合う④　参加者7名

ビジネスマナー基礎講座⑤電話の言葉①ー就職活動編　　参加者9名

保険会社の仕事-多様な展開　参加者7名



2021/4/14 健康で安定した生活を送る 就労移行1名、就労継続B型1名
2021/4/19 健康で安定した生活を送る
2021/4/26AM 健康で安定した生活を送る 就労移行1名、就労継続B型1名
2021/4/26PM 健康で安定した生活を送る 就労移行3名、就労継続B型1名
2021/5/6 生活リズムの大切さを知る 就労移行6名、就労継続B型2名
2021/5/10 生活リズムの大切さを知る 就労移行2名、就労継続B型1名
2021/5/13 生活リズムを整える方法を学ぶ 就労移行12名、実習生2名
2021/5/19 生活リズムを整える方法を学ぶ
2021/5/26 生活リズムを整え、安定して生活を送る
2021/5/31 生活リズムを整え、安定して生活を送る 就労移行6名、利用希望1名、実習生2名
2021/6/2 生活リズムを整え、安定して生活を送る 就労移行1名、就労継続B型1名
2021/6/10 食事の大切さを知る
2021/6/14 食事の大切さを知る 就労移行6名、就労継続B型1名、実習生3名
2021/6/16 食事の大切さを知る 就労移行1名、就労継続B型4名
2021/6/17 食事を用意する方法を学ぶ 就労移行7名、就労継続B型1名
2021/6/21 食事を用意する方法を学ぶ 就労移行4名、就労継続B1名、実習生2名
2021/6/23 食事を用意する方法を学ぶ
2021/6/24 健康に良い食生活を楽しむ
2021/6/28 健康に良い食生活を楽しむ
2021/6/30 健康に良い食生活を楽しむ 就労移行2名、就労継続B型2名、実習生1名

就労移行3名、就労継続B型1名、実習生
2名

就労移行4名

就労継続B型3名
就労移行3名、就労継続B型1名、利

就労移行4名

就労継続B型2名
就労移行6名



  朱雀工房 資料 

令和 3 年度 実習・見学・ボランティア受け入れ 
京都市朱雀工房 

 
実習 人数 

龍谷大学  1 名 
佛教大学   1 名 
同志社大学  1 名 
京都ノートルダム女子大学   2 名 
花園大学   1 名 
京都医療福祉専門学校  5 名 
日本福祉大学 1 名 
京都府立医科大学   0 名 
京都医健 2 名 
日本メディカル 0 名 
京都中央看護保健大学校  3 名 
京都第一赤十字看護専門学校 ４２名 
京都第二赤十字看護専門学校  10 名 
京都市こころの健康増進センター デイケア課  辞退 
京都大学 2 名 

計   ７５名 
 

見学  
京都ノートルダム女子大学 １１名 

計 １１名 
 

ボランティア・実習前実習  
花園大学学生  ３名 
京都ノートルダム女子大学 ４名 
個人   ５名 
計 １２名 

  
総計 ９８名 

  
 



京都市朱雀工房　研修報告

日程 研修名 研修先 参加者

2021年5月～9月
全5回

経営品質研究会 リコージャパン　京都四条事業所 梅沢　信吾

2021年7月16日 ハラスメント研修 はあとぴあ京都 梅沢・寺田

2021年7月22日
～7月24日

精神保健福祉実習指導者講習会 オンライン 斎藤衣舞

2021年7月28日 アルコール依存症の理解と支援
京都市リハビリテーション推進セン
ター
会場はラボール京都大会議室

髙橋恒明

2022年2月4日
ピアスタッフとの協働から生まれるものー地域生活支
援の展開と課題

オンライン 上村啓子

2022年2月16日 利用者の尊厳と自己決定への支援 オンライン
斎藤・高橋恒・西
村・中島・上村

2022年3月7日
（障碍者・高齢者）虐待防止と施設・事業所に求められる体
制整備と身体拘束・行動制限の廃止を考える研修会」

動画視聴 中島康典
















































